
若者がエンジニアを夢⾒るためにⅥ
〜地域に広げる、地域で広げる〜

第１０回九州⼯学教育協会シンポジウム

長崎大学工学研究科 松田 浩

長崎大学工学部の教育・入試改革
〜文部科学省との徹底対話を踏まえて〜
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１．大学院・学部改組の背景



倍増でなく、「学力がこれまで通りか、より高い層の受験
生で2.0 倍に達すること」を目標にすべき。成果には2 
年を要する。

ADC による解析（輪切り、広報の効果疑問、高い流出率
の中での同県、他県の動き）

広報のあり方、高校との関係
オープンキャンパス実施方法（入学者の25％が参加、参

加者の10%が長崎大学工学部受験）
配布資料、HP 上掲載報など、プロからの提案。

学長提案の倍増ミッション ２００９年７月





2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
長崎大学工学部 1.72 1.68 1.56 2.46 2.20 2.07 2.50 1.70 1.70 2.10 1.90 1.80 2.06 2.04
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年 度

長崎大学⼯学部

系入試
⼯学科一括入試

2010年度

入試倍率の推移

一括入試、定員枠廃止、コースごとの凡その目安数、第一志望優先、
後期受験生の成績層と競争率もアップ、構造・社会開発の課題も解決

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★一般後期受験生の成績層が2段階急伸！　一般後期競争率も急増。　これまでは、前期で落ちても後期で面接だけで合格できた。前期試験後、遊んでいても良かった　改革後、医歯薬学部を狙った層が受験生の半分を占めた！　前期試験後、後期試験まで必死に勉強して、総合問題で満点近く取らないと合格できなくなった。★AOIIのセンター試験必要点を、本学歯学部に合わせた　→　受験生に、「長大工学部はレベルが高い」と思わせた。★一般前期で、兎に角、全体で約300位には入れればいい。　しかも上位なら希望コースに入れる。　科目の選択も広がる。　前期試験の配点割合を増やしたものの、センターはまだ九州内では高い方　→　センター点にも自信がある受験生を引く寄せることも同時に可能に。★構造工学が、「社会開発に引っ張られて悲惨な状況」と言っていたのを解決・　 社会開発も、AO増大で、他大学の一般入試に先立って土木分野への志望者を引き付けた。



2011年改組

＋

2021→新カリキュラム改編
➡ 2022-24 工学部・研究科再編

総合生産科学域
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工学部

博士前期
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五
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貫
制

工学系教育改革制度設計等
に関する懇談会（H30）

将来へ向けての改革

2021年度現在

実施済

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
総合生産科学学域の現在の配置だけで、具体的にどのようにした方がいいのか？教育関係の連携などに関して・・新たに、立ち上げようとする学部が考えられるかどうか？理工学？



7学科合計定員400（+編入10）

機械システム工学科 （80）、電気電子工学科
（80）、情報システム工学科 （50）、構造工学
科 （40）、社会開発工学科 （50）、材料工学科
（50）、応用化学科 （50）

工学科（380）－工学の基幹分野対応の6コース

機械工学コース、電気電子工学コー
ス、情報工学コース、構造工学コース、
社会環境デザイン工学コース、化学・
物質工学コース

充実する工学教育

・時代を貫く確固たる基礎力を養成
・分野横断的な工学基礎教育と実践型教育
・深く強い専門力を更に大学院で磨いて高度専門

技術者や研究者を育成する一貫型プログラム

・英語： 教養教育の英語に加え、工学科での充実した実践英語で鍛える
・実践科目：PBL科目で工学実践力・課題探究能力を身に付けた人材を育成
・工学基礎と基礎実験：工学基礎と専門基礎を学んだ上で専門力が備わった人材育成

初年次の基礎実験で確実なイメージとともに学ぶ。

専門性・研究能力 経営・管理能力

問題解決能力 チャレンジ精神

工学的素養

使命感・工学倫理

リーダーシップ

創造性

応用力

コミュニケーション力

国際性 起業家
スーパー

エンジニア

テクノマネージャー研究者

博士課程（5年一貫性）

グリーンシステム創成科学専攻（5人）

次世代エネルギー創成コース 先端機能物質創製コース

博士前期課程(2年)

総合工学専攻（200）

機械工学コース
電気電子工学コース
情報工学コース

構造工学コース
社会環境デザイン工学コース
化学・物質工学コース

博士後期課程(3年)

生産システム工学専攻（10)

システム工学コース
電気情報工学コース

物質工学コース

巣立つ人材像

資格等：複数コースが前身の学科を引き継ぎ、JABEE認定を継続予定。種々の資格及びその要件はHP参照。
★高等学校第一種免許状： 従来の工業と情報に加え、コースによっては数学、理科も取得できるように申請中。

教員団の挑戦
学生と学ぶ感動、研究する感動を共有

～高度な研究で質の高い教育を実質化～

情報データ科学部情報工学コース

電気電子 化学・物質

社会環境機械 構造

機械、建築、橋梁、船舶、航空、土木

専攻

工学研究科

工学部

２．１ 工学部１学科６コース制に再編 2～3コース

教
員
組
織

部 門 分 野

システム科学 持続可能社会創成分野
人間環境科学分野
機械科学分野

電気・情報科学 電気電子工学分野
コンピュータ科学分野
情報応用工学分野

物質科学 界面機能科学分野
材料創製科学分野
分子生命科学分野

連携部部門 エコマテリアル科学分野
船舶海洋人材育成講座
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リメディアル教育・基礎実験（１年次）

分野横断型卒業研究（４年次）
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分野横断型工学基礎教育実施WG

工学基礎科目＋専門科目

創成プロジェクト
（産学官連携型・学生提案型）

学生モノづくり・アイディア展（H16～）
（長崎大・新潟大・富山大）

PBL教育

総合生産科学域

基礎教育センター
（2020.8）

2.2 工学基礎、実践教育






　　　機械工学

　　　電気電子工学

　　　情報工学

　　　社会環境デザイン工学

　　　化学・物質工学

工学基礎科目（１・２年次）

　　　構造工学

リメディアル教育・基礎実験（１年次）

分野横断型卒業研究（４年次）

PBL教育（２・３年次）

実践技術英語　Ⅰ、Ⅱ

実践技術英語　Ⅳ

実践技術英語　Ⅲ

実践英語

工学実践教育

工学基礎力強化









分野横断型工学基礎教育実施WG（2011）

①
数 学

微積Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・演習、線形代数学Ⅰ・Ⅱ、
確率・統計、応用数学A・B・C、工業数学A・B・C

数理科学（全学）

②
自然科学

（物理・化学・生物）
基礎物理A・B・C・D、基礎化学、生命科学

物理科学、化学の基礎、生物の科学（全学）

③ 基礎実験 基礎実験

④
コンピュータ 情報科学概論

情報処理科目（全学）

⑤ 技 術 英 語 技術英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

⑥
工学実践教育 創成プロジェクト、工学倫理と安全工学、

経営管理、産業経済学

⑦
全学教育 教養セミナー、教養特別講義、

その他全学教育科目

総合生産科学域
基礎教育センター

（2020.8）

各学科で実施して
いた⼯学基礎教育 ⼯学部で一元化

生産科学域の設置
に伴い１学科コース
制の実質化



高度基礎科目（工学共通基礎科目） 技術者・研究者実践科目

数学基礎特論 総合工学演習

数値解析学特論学演習 経営管理特論

物理学基礎特論 産業経済学特論

シミュレーション物理学演習 知的財産特論

環境・エネルギー・資源特論

2.3 大学院工学研究科共通基礎科目

高い国際通用力を有し、産業社会のニーズに合致した高度専門技術者を養成することを目的とし
た大学院改組に伴い、2011年度より、工学研究科共通科目として以下の科目群を導入

非常勤講師 プロフィール

納富啓 （60） 九州工業大学工学研究科修士課程修了（金属工学）
前三菱重工業（株）技術本部長崎研究所所長／（財）北九州産業学術推進機構

牛島栄 （55） 群馬大学大学院博士課程修了（土木工学）
国鉄／鉄道総研／青木あすなろ建設技術研究所／ティーネットジャパン

金子誠二（64） 東北大学農学研究科修士課程修了（土壌立地学）
大成建設（株）生物工学研究所長／エコロジー本部副本部長／環境本部参与／
バイオエタノールジャパン・関西（株）代表取締役／ジェイツー専務取締役

合田真 （35） 京都大学ヒマラヤ研究会
日本植物燃料（株）代表取締役

岡橋寛（33） 東京大学経済学部卒業／コロンビア大学大学院ＭＢＡ卒業
経済産業省製造産業局課長補佐／（株）環境技術事業家機構代表取締役

河村哲 （38） 京都大学工学研究科物質修士課程修了（物質エネルギー化学）
住友ベークライト（株）／ＢＳＴベンチャーズ（株）代表取締役

安田英且（62） 東京大学理学部物理学科卒
ソニー（株）知的財産センター／長崎大学知的財産本部教授

伊藤幸広（47） 東京理科大学工学研究科修士課程修了（土木工学）
東京理科大・助手／佐賀大学大学院工学研究科准教授

経営管理特論

産業経済学特論

環境・エネルギー・
資源特論

知的財産特論

20億人の未来銀行
ニッポンの起業家、電気のないアフリ

カの村で「電子マネー経済圏」を作る



いまこそ⼯学の変革が強く求められています。正解はありません。未踏の道を切り拓いていかなければなりません。時に
は、イバラの道を歩いて本道を⾒直すことも必要です。
地球規模の環境、資源、エネルギー問題。人類が解決しなければならない課題です。これからは自然科学と社会科学、人

間そのものを研究しないと解決しないのではないでしょうか。人間の心やニーズを、走りながら知り、走りながら解決する、
そんなソリューションビジネスが必要になってくるのではないでしょうか。⼯学を超えた⼯学、⼯学の目指す方向はそんな
ところにあるように思います。それには私たち自身が走らなければなりません。その知力、体力をつけなければなりません。
野生動物は人に飼われても、血が騒ぎ山野を忘れません。この心の様を野心と言います。いい言葉に使われませんが、素

直な心の様です。私たちはがむしゃらに、臆することもなく行動する知的野心を持つ知的野人で在りたいのです。明治維新
の時のように。

2011年 長崎大学
新工学部宣言

基調講演「課題先進国日本と工学」
三菱総合研究所理事長

（東京大学前総長）
小宮山 宏 先生

特別講演「ものづくり企業が求める技術者
像と弊社における技術者育成の取組」
講演者：三菱重工業（株）
長崎造船所長 相馬和夫先生

東京大学前総長：小宮山宏先生、三菱重工業(株)
長崎造船所長 ：相馬和夫先生， 熊本大学：松本泰
道 先生， 豊橋技術科学大学：山田聖志先生， 長崎
大学工学部長：清水康博、CD：松田浩

・ これまで工学はいかなる役割を果たしてきたのでしょうか？
・ 未来の工学はどのような方向を目指すべきなのでしょうか？
・ そのために大学の工学教育・研究はどうあったらいいのでしょうか？

2.4 シンポジウム「工学の明日を考える」



工学系人材が、新たな社会的価値を創造するいわゆるイノベーション
を拡大させ、あらゆる分野を牽引していく人材に進化することを期待

３．大学改革の潮流

国立大学工学部長会議（2019.05.23）
文科省大臣官房審議官玉上晃氏

「この国を造ったのは工学である」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
立大学協会事務局次長・審議役



国の施策とも同調しつつ、
長崎大学独自の改革を進めることが必要！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国の施策とも同調しつつ改革を進めることが必要！



工学部・工学研究科の運営方針 2019年

1. 工学部１学科制6コース制の実質化と総合生産科学域体制下におけ
る研究力強化

2. 産学官連携による共同研究の推進
3. 工学部・工学研究科における情報教育＋STEAM教育
4. 新学部（情報データ科学部）の創設とそれに伴う入試倍率低下の懸念

現状の課題、達成すべき目標

学部長・研究科長メッセージ 2019年

◆ 学域制導入による1学科コース制の推進と実質化
◆ STEM教育からSTEAM教育へ
◆ 文部科学省の新しい評価・資源配分の仕組みの導入への対応

４．2019年度以降の教育・入試改革



１ エンジニアリング・リベラルアーツ for Planetary Health!
［⽬標］工学の本質は「人間の幸福をめぐる哲学的な問い」であり、いつの時代であっても、教養に長け

た、幅広の人材を育てる
［2020年の⽬標］ 歴史の出島から未来の工学を拓く
① STEAM科目群としてのエンジニアリング・リベラルアーツ教育の充実
② 工学の諸分野はもとよりライフサイエンスや人文・社会科学等の様々な分野に応用できる基本的な
工学基礎の資質と能力並びに胆力を育成する

２ ⻑崎のために⻑崎らしい地域貢献プロジェクト、「LOOK⻑崎！」
［⽬標］南海トラフ⼤震災・ゲリラ豪⾬に対応する⻑崎強靭社会の構築

医⼯連携による⻑崎県県⺠医療費の削減、⾼齢化対策先進県に向けて
［2020年の⽬標］ 不測の事態の「もし」に準備する
① インフラ⻑寿命化⼿法を⻑崎県から全国ネットで使える仕組みの構築
② 洋上発電設計・施⼯・管理技術の確⽴、エネルギー自立型社会に向けてのプロジェクトに参画
③ エネルギー・⾷料⾃⽴・⾼齢化対応を配慮した都市計画及び地域計画の取り組み⼿法の検討
パンデミック対応も含めた地域計画。長崎大学島嶼プロジェクトへの参画

① 大島造船所寄附講座に加えて共同研究講座への発展、産学共同研究の推進

３ 世界最先端プロジェクトの推進 「科学から⼯学へ！」
［⽬標］⻑崎県の⽴地条件に相応しい蓄電材料・電池・熱電変換材料の開発に特化

蓄電をキーワードにした資源探査と開発
海洋廃プラスチックス処理・再⽣技術の開発

［2020年の⽬標］ 「ピカリ」と光りたい！
① 蓄電材料・電池・熱電材料の開発の実⽤化に向けた試作品の製造、企業連携
② 国際連携 ➡ 海外⼤学・⺠間企業との助教クラスの任期付き交流プロジェクトの開始
③ 医工、⽔産・環境科学部との連携 ➡ センサー、創薬、CO2・廃プラ再生技術

2020.1 河野学長提唱
長崎大学のコンセプトEngineering for Planetary Health！



STEM教育からSTEAM教育へ

4.1 エンジニアリング・リベラルアーツ

デザイン思考によるイノベーションの創出とプロダクト
デザイン工学への取り組み ～海や島に着目して～

（２０２１．０２．２４ 長崎大学研究開発推進機構）

Arts ： 哲学、歴史、芸術、文学？！

デザイン思考！



柘植綾夫
元日本工学会会長
元総合科学技術会議議員

日本工学会ＣＰＤ協議会シンポジウム
２０１６年１１月３０日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リベラルアーツとしての工学を考えるWG



リベラルアーツとして
の工学を考えるWG

柴田清先生

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リベラルアーツとしての工学を考えるWG



4.2 授業のDX化 ポストコロナ対策

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Mapleとは？　STEMコンピューティング・プラットフォーム　計算機上で数式を記号的に処理Möbiusとは？・　STEM  系オンライン学習システム・　オンラインでSTEM系教材を配信するクラウドサービス　　•　STEM系教材：　　　　–主に高等教育課程における数学・物理・その他理工学系分野を対象とした学習教材　　　　　（スライドショー，対話型学習ツール、演習、小テストなど）



授業のDX化の事例 PC必携 2016～



〇 Society5.0時代の工学系人財教育を 〇持続可能な開発目標（SDGｓ）を考慮

社会の要請・産業分野の変化に応じた「社会実装」の教育へ

数理・データサイエンス科目の充実と基礎教育のコア・カリキュラムを策定

メジャー・マイナー制である主専修・副専修型教育における副専修単位の増加と科目選択の柔軟化

• ＳＤＧｓへの問題意識を共有し、解決に取り組め
る人材の育成が急務

• 個々の専門的な知識とともに、分野融合的に
様々な分野の知と融合させて活用する必要性

「Society 5.0」で解決する社会課題：
健康・医療・農業・食料、環境・気候変動、エネル
ギー、安全・防災、人やジェンダーの平等など

Society5.0において必要とされるエンジニア
⇒人間にしかできない能力の養成

★ カリキュラムの観点

情報データ科学部との主専攻＋副専攻制度の導入 2020～

・工学基礎教育の強化

・主たる専門に加えた副専門分野の修得

・総合生産科学域内の副専攻プログラム
総合生産科学域における基礎教育センター 2020～

4.3 Society.5.0時代の工学系人財教育



（2020～）

（2021～） 環境科学部とのランドスケープ学副専攻プログラム

⼯学部の情報教育科目と情報データ科学部の⼯学基礎科目の連携体制

情報データ科学副専攻プログラ
ムでの修得単数の内8単位まで
を卒業要件単位に含める。

工学基礎学副専攻プログラムで
の修得単数の内8単位までを卒
業要件単位に含める。

①景観計画・デザイン理論
［環境科学部］［工学部］

②ランドスケープに
関する実践技報

［工学部］［環境科学部］

④ 生態
［環境科学部］［工学部］

⑤政策
［環境科学部］

③ 構造デザイン
［工学部］

・環境計画学Ⅱ
・自然環境計画論
・建築史
・景観デザイン

・社会環境デザイン製図
・建築・アーバンデザイン
・学外実習及び見学
・地域環境実習
（長崎まちづくりProg）

・コンクリート工学
・測量学
・都市・交通計画
・基礎構造設計法

・環境生物学Ⅱ
・植物自然史
・保全生物学
・保全生態学
・植物機能学
・土壌科学
・環境生態学

・行政法
・環境法Ⅱ・
・環境ビジネス論Ⅰ
・森林政策論



STEAM教育の拡充 ➡エンジニアリング・リベラルアーツ for SDGｓ

持続可能エネルギーSustainable 
Energy

 再生可能エネルギー・新エネルギー
 デバイス・蓄電開発
 スマートグリッド
 カーボンニュートラル・炭素循環技術
 海中工学・海中ロボット技術

海洋未来イノベーション機構を基軸とする
エネルギー技術の開拓

Global Expansion 世界展開・国際連携

 日中韓インフラ人材育成事業
 ミャンマー工学系人材育成事業
 アフリカ・東南アジア国際水環境事業
 英・独・米との頭脳循環事業
 海外化学系大学との共同研究

海外での工学系人材育成と先端技術
による国際連携

Disaster Engineering 
災害・国土強靭工学

九州包括インフラ技術と国土強靱化を
目指した産学官連携

 道守養成ユニット
 SIPインフラ技術
 地域産業創出と地域社会への貢献
 リスク低減社会形成への取り組み
 文化財保存建築技術

State-of-the-art Technology先端化学技術

 全固体電池・蓄電材料
 高感度センサ開発・医療技術
 液体電子デバイス・発光素子
 CO2・廃プラスティック再生技術
 海洋天然由来抗がん剤・創薬化学

化学・材料工学分野における世界最先
端研究力と国際競争力強化

ナガサキ発 SDGsイニシアチブ ～人と社会の幸福のために～

先端研究開発部門（化学・半導体・情報）

地域産業創出部門（インフラ・社会資本の整備・充実）

人材育成



研究の観点（大学院構成・プロジェクト）の検討

工学部の現状として既に魅力的なプロジェクトを実施

カーボンニュートラル

海中ロボット技術

軍艦島3Dプロジェクト

道守養成ユニット

JICA「橋梁維持管理」
研修プログラム

ミャンマー／ケニア
プロジェクト

CO2・廃プラスティック
再生技術

海洋天然由来抗がん
剤・創薬化学

 高校生にも分かりやすいウェブサイトの整備
 高校での出張講義のバラエティの増加

 ターゲットを絞るため、高校生、在学生、
高校に対して調査を実施 《IR部門へ依頼》

再生可能エネルギー／
全固体電池・蓄電材料

高感度センサ開発／
医療技術

リスク低減社会形成
英・独・米との
頭脳循環事業

Sustainable Energy Disaster Engineering Global Expansion State-of-the-art Technology

長崎発SDGsイニシアチブ



4.4 産学連携



長崎大学工学部・大学院工学研究科
Electronic Teaching Laboratory (ETL)

supported by Sony Semiconductor Manufacturing

学生，大学，スポンサー企業間
Win-Win-Winの拠点に！

＜施設紹介＞
長崎大学工学部内工学部2号棟オープンラボ
(2)内に2020年11月16日開所
①ETL実験スペース／②ETL会議スペース

＜展開＞
 他企業へも同様取り組みの誘致（ネーミングライ

ツなど）
⇒ （大学）他施設運営費の外部調達，共同研究等へ
の展開

＜本施設設置の狙いと期待される効果＞
 「企業との教育分野における連携」（国内では希少）

（米国UC Berkeleyにおける取組を参考）
⇒（大学）教育施設費用資金調達（スポンサリング）

 スポンサー企業は研究室内での企業広告が制約なし
⇒（企業）学内での学生向けPRが可能に！
⇒ 就職希望者増強

 本学部学生がいつでも立ち寄り可能（フリーアドレス
デスクとして利用可能）

⇒（学生）おしゃれで（工学部らしくない！？）
快適な空間での自習

 1テーマ複数人での学生実験を ➡ 個々人で実施
（基礎実験 学部330名全員がIoT関連実験を受講）

⇒（学生）個別実施実験による学習効果向上，
アフタコロナ対策に合せた新授業形態（安全・衛生
面向上）

 高校生向けオープンキャンパス（ミニ実験を実施）
⇒（大学）入学希望者増強（特に長崎市内学生）
⇒（企業）⇒地元から採用へのハブとして利用可能

4.4 産学連携

ソニーセミコンダクタ
マニュファクチャリング（株）



4.4 産学連携 ＋学内連携



人材育成

（１）道守の養成講座 (平成20年度～)
・ 長崎市や新上五島町インフラ研修・技術相談
・ 工業高校生へのインフラ研修

（２）国際展開➡JICAインフラ維持管理研修（ラオス、スリランカ)
（３）広域連携への取組み 中核的人材育成事業（５大学コンソ）
（４）国土交通省登録資格認定 ➡ 公共工事への活用

H20～24年度 文部科学省科学技術戦略推進費
（地域再生人材創出拠点の形成）

「観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット」
科学技術を活用した地域再生に資するため、地域の大学等が地元自治体

と連携し、地域の社会ニーズに即した人材創出拠点の整備を図る。

H25～29年度 文部科学省
成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進事業

内閣府（JST） SIPインフラ
（H28～30年度）
「インフラ維持管理に向けた革新的
先端技術の社会実装の研究開発」

産学官連携

JICA事業➡海外協力

研究開発

人材育成（リカレント教育）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SIP　：　戦略的イノベーション創造プログラム　Strategic Innovation Promotion Program人材育成（リカレント教育）、産学官連携、JICA事業➡海外協力



長崎大学と九州工業大学との間における教育研究の連携・協力の推進に関する協定

【目的】工学系を中心に協力可能な全ての分野において、それぞれの強みを活かした教育、研究
及び人材育成などを積極的に連携･協力することにより、両大学の教育･研究の効果を高め、未来
の社会発展を担う人材を育成する

Action
①合同企業説明会への参加案内
②学習成果の可視化に関する手法や技術での連携・協力
③産学連携を協同推進するための研究連携の構築
④海外大学との国際共同研究の推進協力

理工系人材育成と教育の質保証
工学系人材の育成から九州の活性化を

Action
①キャリア形成教育に関する連携
②学習成果の可視化に関する手法や技術での連携・協力
③長崎ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞー ｼｮﾝ拠点を中心とした異分野共同研究の推進
④海外拠点等を活用した国際的教育研究活動の展開協力

（１） 教育・人材育成・就職活動の相互支援
（２） 共同研究の協力
（３） 産学官連携に関する協力
（４） 国際連携に関する協力

強み

・産業界との繋がり
（研究･就職先）

・多様な海外派遣プ
ログラム

強み
・アントレプレナー

教育
・長崎オープンイノ
ベーション拠点

など
など

4.５ 九州工大との連携
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